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世界の米穀経；＇1干しt't, hろ／ιモンて ン・アジア
を中心とする iのであるが， それがlf%tされたの
; tl~lill：紀の｛走、｜＼ とりわ；tl氏70if fU'J，後Clことで
あすてわ？と／うゐ J（）（）年そこそ二の/f,J.: '._ Aミも fこない－
lp}fii J）体：［，：J元日終i'tJ：二完日比したびJi工， Ul：界恐慌の
洗礼i受；t／こnt,n1irn1年代のことであら n この 土ずM：初に、 1t1量市'i1＼／，としてのう｜去の特殊性と，
TI Jlt'N，＇＞丘町経昨における本の特殊
ti{立i円
戦1f1n体；l,i]L日三，k大戦J)影響乞 t乏けと大きく fi:¥ その系としーと生ずる世界の食陪経済における米の
Jfし噌 JC(if I年代半lEに'1I ご1FL " えを J 、 特殊江位［「｛に白反しておく必要があるべ
たうえでようぺ＜再建主れたが、 二山1r,t伎の新作
f til；土そ.JL：王と きしそうになく？約 J()ifをへ／ご
食¥1』市1M，と Lての米の特殊性は，一r1にL、えit'
ilt !ri1.のl＼ミrn去の大部分が， モンスーン・ア斗ノア （｝）
ElifJ年代半it以二相！f守（＼，J!;X/ '(7）重jさを顕-'fiにci':L f氏fJilだ地域で， 伝統的農法iこ上 yて，主として民
つつあるの 1うi引いじである tその「i給食糧として乍庄一され， それの市場への供
十三協のは的と jーるところiし このようなtl:lf/-v1 給は， 向業生産の進んだ一部の地域を除、f てiJ, 
米殺経；tiの形成・発展・変貌の←ftゴセてをおお ＇） 「余剰のffj,'Ii fl二」の論理に従うことである。 この
かみにてケ J チ 1るニヒであるリ Lたが， C, ;y: ょう江特殊な性格から、 位界の食院経済における
刺な叙述ヤク1/1;t!/lえるが、 将来に；i',J';B 》てのず； 米の独特な位置を規定す一る二三／）の主要な命題を論
干のMS'l；ょ合意！：： ：.／てた主れる乙 t，なみに． [ ；μ己 理！＇（Jに引き出すことができら。
のブ。ロセス it.T)(f半こそl,[f＼；約に経過Lた1;', i女王［＇，ト二 百；！の命題it，米のTtif見とりわけLfl際市j易ヘ






どl士、 4 般に布Hi：；されてL、0とおり℃ふら。 rliT;
＼い，f!U{(;-l;t: r, I fl，禾＇JG＇）.百 11fl二Jのd；凶iに従J Yて，
：ド々 ＇:Q：日寸ふ二，ri＇とY{f立のなうs込白 1',1・ j京1;1]'frffli
't:'.,UtJ ：二 J主！t~て L た あるか人、 二~ :. :t. {f々しん
t翌日｜変止IJ 上 I ）；，大 1[1t，＼にだFりする u~1 三 L，向、't':.'Ui人
し＇）主／しだ i山jι／）)J.Jili!Jfl工＼＇ iJ1j印［l~ ；；L'.; t吃1Ji}jvi恥をお(JIトナ
る〉市I~； r、川 f；＼＇，、 .ft;f「
ほど大！1/：ご t;.：， か、 アJγ （.＇ノ米／＇iiてよji十；，： jzrj i',/ ，｛じ
ねt一rn::. ,r~ ,. 「:i,~!j,,, 1:¥'.i,1，／，：じJ,・ ) 2infli t 
',・,J;t、約；二日l：一ても1丘、＇j；と己 o ttcl）人，
I Jilq :i' I?を ：こう'cj己Ltこの士） c!) :j¥ ［下［陪di
l＇.，；こ／臼［iるピ，，であるわ I Eli作l!f•]I,· I 同寸心 ！）• ，＼リて
；上、 1;,Jと川fil.i：水h二i1J、んす小女： J) ｛也名くのjを
' L一ずァ r1 ♂ .i コ、l キ ザ1:nl げl1r:1I ＂／ 之、』J f’Ji, lう :') ij_fc ／，ノごいなL、
;( ,.・) J；』｛；，；ていこ,1.1.,:.;tくJl),;!1『 : ／，、 1,ipl1加工二
J〕/Ll't1,1んぺ＇＇：ぅ 1Alt ＇たことが／！＇，J!~U i；ふらり－t
ti. j ）ム， 1:rt(i止に i;・Jるn~） hi；山；：／ l’，： tl!IW.%ti>I 
；二J.i、、ご（L¥1, it JユJミ！ドご／：〈， f: 'W情il'il:1・＇.： どr J に
仁、 i除r'/l日j1'.c尚WJi：と＼） ;', ＜、 PH五；ふ ・rn：二｛J;＼、
!. t:. i.• C‘ t 'J.f rn;;~ 1, ;r 1.1 ／〉イ川tb 米 l＇〕~（：／ l',
i1¥ it 年ヤ山＇／~1.z1変品工；）七， t、と年ヤ山rlilJ;il¥H 
r,1;ーの変引より十大：［1，；：こ＇！，：Jlr「らこ弓に江之、.，




























合こどんミときらハーと)L. i士、 本n11/ I ¥ ,;/1r'i，ノふごく j'.i rz，ι性に乏しくラとりわけ短期的にはそうであり，
午］：ご一？ペア ，｝ ) -f刊に｛／，＼., C ＇，、て，年々の t!l:L~i変 極端に表現すれば外部条｛牛とは無関係に［それ白
引か ~f'.d ど， M[rnJ/J ：強かったことである。 f十三のiぬTl!Jに従，＇－ c,Ji]Jく傾向が強いので， これま
どこんて、 米山 l1:\V~'lj\f;g . , Cワ供給~＇.） IY! してラ てt ヰJ ；土、 f;l: ［ ~j変ヂ01 に :l,V ＞く短期的な食糧過不足，
_, j卜の（f二勺び）主；酌士」、i[!1，＇；ニす一え1諸 Tこイ＇！： t二V
，こ：士〆） ＇ご I，、 ζ）/J孟ラ 二三～亡、lf:1 : ；なi）才I;Jな（，！；， ！てきfこが， ［吐w的fよ食i＇（不足トニ急速に対応しえ












































en 1) アジ 7；＇＂）米 i'Fn丹Plにわける米仰向1マ：｛上本は
19:'i() f. ／＼：オてで「ンド， イン i女ン）＇＇ ＼百十：斗， ハそスタ
・.7 i ＂ゼ 4ごLe、で 4分ulヴ、ら九分（I)1, l’， 
• ' ｛、／；"l，タイで、i",fl'/'li，斗.1ドン t;:. ,y: Ii本にわL、
,r ), ，＇！’二 LJ.I とあ、た（FAO, The State of Food 
日nd Agrirulture, 19GG, p. 17丘町（ fギト U F J¥O, 
RC'j>ort of the Technirnlλlecting on 1,far長etinr;in 
thC' /1sia and Far East Regimム Rome,19S9, pp_ 
12～1:1.)o rt，・＇に Jir"｛吋アよれfl吐れわ （， jコ！十 1 、
が， i'fj／｛＇.’i.ri（＇の支百 1＇内ノι’i、），，＇，・，士号｛，：てはめ七九ノ，，＿ f，可＇
jJ：不i.llt ＜＇.，か；ヂ n'S1,、：土す宝であぞ。
(i 12〕 FAOハゲt半Hご上ろと， 19日4～G2'I今、l'・.i1）ご
！！りf,1> t':'L<'i＇にfi'c!lf/i米限切ず 11-1¥53207；ト＞， ·~?Jil\.l,', 
l治 S:l万トノて’i陀五Lハ4.仰いす l.lJ，、門戸て t、ア；力 2 ナf0 
:. j] ,.・ <t ！て，J、変<J;J持「i＇てlJ: [,J L'. lr ltJi ，，，生庶民：t2 ('., 
M;oo 1j J，附i'.l,'.・1土：172077トン（小麦検.；1,J、変容｝ペJ
;'1:t,'lて’j;lj° [.1 C〕l,1%にH:"i ＇・た（ド AO,H'orld 
Cro/• Statisti,・s, 1961, , I'rod11rtion y,,,.!,olz, 
Trade Y,・,irbook 1', fド販， 4、：史的ilJ-1言u, , lVorl《f
c;,-,1in Trade Statistics, 196-1/65 and 1966/67 i ・ J 
ら〕，なじ，戦前；？？、lT ろ来 c•,11 ，序 ht ：·兵11 乙 f{ /.J; :.-r, 
日：4-::., !, ' ': ，：・：j< 9.8%で，同じ l'rJIJ CJ 小麦・＇＇ Ji：守、
JO.:i'!{,' 1 .1-1, v子ピーがなか 〉た。 Lカ！ノえが・＇－， 二／）
[!'i Jl!j}) ,J、1-"'f B1；止！立ヨ一 p ., Jミの内給ir-'.dl＼のt・ Y) )j減
｛／ 
のげ， た 1924～ 28ザの•］、乏の輸出比率じ20.2% で Iちヲ
ハ（FAO, The Economic Relationshij>s bet«•e<'n 



























































第1表 日本：米輸入の構成（1903～37年） （%） 
時 期｜九米苧的fI t?is-)j(: 
明治3'- 4l同司～0担~l
87.2 12.8 
41～大 l1908～ 61.6 5.7 :12.7 
大正 2～ 6 1913～ 40.9 34.7 24.5 
7～ 11 1918～ 45.0 39.8 15.2 
12～昭 21923～ 31.6 47.8 20.6 
開和 3～ 7 1928～ 1自 62.6 25.7 


















































































































































































































































































































戦1'J1・戦後の米輸／tl(精米）1：界m3玄する固と IHn本帝国［Clとでは 1Uf・ iヲζする 1との
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[l ~泊込京市アゴ γ ；十ミを輸入（尽く／［.＇
両者l土十日r［； こ主：く i主 J た：1~ ；＇，／，の i\Hi);c1〕
とり j〕（J,
て方、ら It,




(: i ¥jijl) j間 4～：18年 i士 i、九0, Trade Yearbook, 



















i / l(州大沼1J~比 110州防iii'比
! ) （＇。ら）｛｝（%）i lトンf ＼、ン／
2‘160 I '.2:L2 
1,757 I 18.9 
719 7. 7 
7(M 7ぷ
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I ！当 n 'j：二戸（よ
（＼；~~）時jヒ（ i~ ；r.:J 仁1000 l()I)() 
' < 'O kン） (" 
！、／ I 
日0,476 :-1:-1. 3 82, 2,ciO :,4. 'l 
:-s2,:1l8 21.:-l 4<l,1;go , 21 I 
11, l寸y 7 . 4 1 .1,7 t :, I n. -; 
11,51)1 7.6 1 lG,:'i¥9 I 7 (J 
ii,971 4.n I 1,lJ'lti I :ui 
(i ' -198 4 :=i: I I . 1)4(; I ,Jリ
,j‘：；7 2.斗 i7,i<2:l I :ij 
(17,i-¥21;) (11.8) （三6,4応、（ ]l.'.') 
:1,699 I :z.4 ；、G7品 i lβ 
I、fit2 I 1.1 2, 13G lり
1 I j 12,iifi2 iふ4
, J.13,70111 9.1 .8 21討，内（）ゴ 92.メ
l川 :i.2i I凶 7 7.2 
151,;,181 10件。i2；山山 1(似（）























































































































































, ~ ll'1H→る地域は il上界総生産量の ＇：）fl＇，＼！， をtiめてい
たがラゴのうわ特に大きな産地i土中国とインド（J}l
、／ ' / t ラ
在♂）ノ； ＼スヲンを~；，－む〉で，自tr if（土世界絵、生産量のち
仁うど 35:rの lにあたる：；：切ら， j没者；;ti心じく L9'X,
合，liめてL、たe 続， ＇て日本が 7.fi%を占めてし、た。
fンら大名；；i'l同の生産にiめる内工イト，-t低い。
(! I:¥ Tilr) E1:34～2→年、上 l・AO, lう山f的 tiun i・e,Ir 
bοok, J.9:i6. 1958～Ii（）子F-は Fi¥i>, W，ノriJ( 'ruj>s 








li s 十半出品 I｝~のひ ［三，；1'Yl，二 :!l（こ iヘ1 
問をり｜｜えても 15%強にすぎなかーたれ
アジ 7 （よれ耳0；土 l吐界怜/15＼；二おしいご｛士リ：l%をl片
i/）‘ ムドーi主fitにおける前記の比率 l)fi＇；ら上りはやペ〉｛氏
ノト〉たが、二： Itて i,i王倒的t仁iCS比，fてを；）f＇ていたけ
t!-／；，て；＿ :¥11 )j卜〆 tiの／L iしごL、f二！：＇ •l, Jと‘ L‘
寸－.1'. t no 1Jトン以上士揃/JIしてい；；~＿ lj イと fン
｜ン十の比ドヵィ：日く， :i u,J(t-;fiで山川， 二JLに草月
介河合／Jilえた fiA：輸出［五で＇工 7，ドルと L、う尚ト
上ヒ判二庄し い、たc
ぅ1ミ n~i(;~人 i,:1 lと：＿ : i士、三（） 万｜ンJ'JI.ーを ~~i人して
＼／ニイ L ド（羽在ゾ）ノ川ス守ンを~む〉ど， 180 万ト
与 j_l工くを輸入してL、／こい本ん A 特ににき泊eったか，
1 イ，：山中市人；ti tと／しど七；Ii（主 i；先魚、人 台湾カミらの輸
入でかす】た このゴ大治人目に続＜ ,f, （＇）；上， 70万ト
ザ｛i'L')・，＇ラヤ・シより、， t,-・c司 1tj l! （こ（／）［＇Qの始入
品：m(i,ktfニ（／，はl山i今.）＇、1女），ふt(Jjト：.， f，しり！？イ口ンラ
斤准 Cl1IJiJそ，＇Jf也ノイ1ti,F1i,)/I＇，会；＇； ts＇） 江どであ－， f二。
l世界：n 米半＇.~ff 消；－j',I －て ｛j_ ' は大不J兄郷小
目ly({J1没ilを＼jlとすれば Jf；•；＼＇，ニ！問調；これドじてき f二
,:' jで， ・，！，：，豆＇＼ ； ~ti泊山出とりは工、jl｛ご，1，出i, iよL_/;t, 
tli:'N,1どこと， と、＇）よ ＂！ ！；形で：米n刀、発民し t位




[14（二；トさられた。 そしてそ JJ1, -:) /, L 41が後］itYJな
i!Hti也1't.Jなぜ、 L半lfl¥'.:J出的環境［ご；二あるW！々で，
二れが rト去のよりな｛也九主要食糧の；；＇.，＼ (1とは泣 d ’
たf利下特有ノ）先展，；・ケーンな初来し／三、 il要要問
J〕一つで，:i ;, f二三と；上 c,J_,c'）がせなし れ L力、しなたー















外経的方向を H指し， l [l_]限りの性絡のものであ
ったとし‘える。インドι十半島における米件発j廷

































































































;b'i ：土 l[V.故山 l'~＇）JII ；二よ 、てMlうことがごさるし‘ E立
争生産［司や立：；争作物に年rLCi.t ・_, :1；ト，；I iゴ（ずに土
一て｛，f抗することカa ごきるω 〆：hif沖、［）て、／（よく，





!i& (I J場（？と i可i；長l二！也Wt'rJなも山ぐあ＇ ！こん＼ ィージ）
r1~ ね；主力ミな i) i主ってL、たc 発以万1,'Jとしては」il
では外延的予告）Jilをみせたが， 件j'41':ZJ発足をか主力［（1]




朝鮮， 台湾びJJ:斗（；－にも発1,¥:' ＞起：f,IJ二IJi土i!;f(,fs:ITJ 
に出来する外来ぴ） ！， しりであ〆 yt;こり ？を i長1W'd干に［~J
しては， ' ）ν＇）点でインド／ノート＇ I土品ぴ』J,;frと大き
くj主.＿， ・c ,.たことがitliされるわ おi；土，明鮮，
台湾同総督府山果たした役＇ .lfiJ志aJI；二常に大きく句 ・c 
の反面i荷主的1憶のf＇，）：日i士十u対的に ＇，75が薄，かったこ
とである。第 2は， f.' ；古びバJJ 合に it ，~%fl'.;vJ 発)j是／＼
















!LJ るド＇－ fill に適地口Ml~ ｛ l'.:rよ l王とんど終わりかけ
てL、／こ〈、 したカh J 》て， j'部分ft'Jfこt:tr,fJITIおよ乙i:Ji日か
f,1<.l.l:l へ，I；転機（役者lよ農業全体かじみれば了u2uJi_fミ
/f:'J:'r'.J.flJHJ -i'芯除する）カ二ifな）， ）れfこが， おもふ努力
l上水fo'iゴ期fl-' 1今；攻など l;t桃fr岡山・n；約的一利用ラ
iドf,'.,:jJj f!i'"i fこり収！孟ヅ）別加に 1!8iT.Sるをえ，＇d：か J I 
朝鮮のJ{}｛；－こは台湾よりは未利用山WI作適地
けれ二二「J:i1f/fJ[包）にE’Eれ， ぶ！日に伝換1J能な先！！




0 (' ;j Iてきた
ヰvlf.1¥:, ・t .iえにおける米日発)Ii!）主了｝jp',j治るこ山よ
う（－ご 11'1 ＇近（1~ でありえたのは，
J ／，ザ p
'h ＇ノ） ／レ’， タトt:I；かん
lj会えられたにせよそとに民業技術の進歩があ〉た
己、「〉で1円と：〉。 この技術進歩が定着すれば， 発展は
1 11限りの liのではなく， 持続性を持つことにな
、7
<:, 0 こしIJ;if:1.4ミで， 戦前の朝鮮， 台湾l土持続的発民
J、の可能性を包蔵して＇•＇たとみてよし、。
( iJ ) ；ノ、ェァ＿j',j{f:ij，りl)jュi立が点frjlj プしり来的i¥l. 
たが p て米i', f/')if:に大きく比一献 l1こという、けがこれ
1亡；， τ必，Jiじごあ J たが，／［：；：lLこの必に対9る反，；fi虫、歴
史 4ぶ山間 t,,・ L，ごいむこと治・ n I iさjlら。 Cheng
Siok h叫・a，〆；f’i
19-/0 (Univen号ityof瓦1alayaPress, Singapore, 1968), 
pp.8～15, j，上び Forewardlヴ JohnF. Cady, p. ii, 
4毛ご,i/l.・＇れたし、。
〔J.2) ;yーしくし1jl!J杭［点IYJアンアの米総経1斉一一一
y;, i¥ t, ir iり光IJ（.，変紘一一一 I:t：よひ 1J cw xγア経




同「 fント Jナ半日i：：：おける商I{(i拘喪主ワ発'I F’ 
ジアの人1lJi);少地以における経済発 /j!';J〕ノζ ター／」




外れ，］hに巳~I ，ろ/lf.,1 1'0調f「J), {-;,1必需~，山 1 l,tfl (1947 
4ド）、'.19べ－ ~' 0 ,J ', lj九（1：『相｝υ4：列車l：れでit' ＇！：』， ）（
淫篇（1960,4:'.), 382へーシ。
(T4〕 j；縞 l/i「伺ア’ Fのイ， i＆経f': I J J iび「：
ントシナ半gにわけ。商業Iドj農業J)ftlJ'i」
〔I5) f，腎に l, jるi,I前・吟査の山荘発：，i ＇｝パ勺
】ンについて 1.1拙杭「台湾におけ i'.>K!¥ 1iと粁併のleIX」
（『＂ ）足総；＇， ;,f究ι］， 23：き＇.＇ ,}, l91i9if' ,j '] /Jf I，ヘ）を三
！炉、されたし、。
(, 1 G) 'I鮮：： ', fるf、乍l羽fti’〉過日二わ、 ：， 
地改良や水平IJ1ド業（こzl ,・I，土内紅i'r(J発岐に；，外延Orむft
w1・ 1，貢献 る〉恥：Jlた『；ごは： ：正ば J [,-f;, ＇こが，
l'/1産効;,lρ／人では改良，＼，＇， fi者の，1ま及τ 肥料Ji'/J，士、 jおJ吉i)、
(7); ', ，：.，なと ほう九上リ向 L一色、 fこみ J1h荷主ィ！日、 U
（夜畑精..J.;,川 ‘ l司「中＇） ti＇干米京＼ f'手法設 1 I 1ドマ：if,i'1,



































































































































減い世界総輸入量に対する割合は，いって ，！ ) 7:¥ヲも
から 60%に落あてしまった。国別ではインド・パ











































































年 次 ｜ 米 (a) I 小麦（同 I(b)/(a) I世界総輸
I ! ｜人に占め
I る割合
1934～38年 i /1000¥I /1000¥ 平高I6,s3o＼トン）I1, 775lトン）0.26倍｜ 10% 
1960年 13,929 I 111,770 I 13.0 "I 3111 
目的年 げ，228 グ 121,649 " 1s.1 'I 41" 
（出育庁〉 FAO, Trade Yearboo是， 1957.一一一， Rice

























































' Jレ価格 ！ 
100 I 71 I 1加
144 I HO I 155 
165 I 34 I 48 
83 , 124 I 175 
106 I 117 I 165 














































































































































































































































































































































































































































































Cit 1 ) ｝乏谷Ii，：！；彦i壬？訣へ＇F，’Bよ4：の二ず《，＇）文届紋を宅 J、JI！｛さ








アジアの！］由市［誌である香港企マラヤ・シンガ 成へn動きを－ぷすよう tこなずPた。 この動きはイン
ボールμついて，同様に戦前と戦後の米と小麦粉 ドが 1965，前年の両年にわたる連続大凶作から立
の価格を比較してみると，第 9表のように，同じ ち1¥iシ》た 1967年以後特に人目を引くようになって
傾向がみら九る。寸なわち，タ｜く.v＇）輸入fiITij名は戦前 いる｝世界の米穀経済におけるこυ、Ii主新の1f)1きの
の3.5～4倍に騰貴したのに対して小麦粉のそれ 内容は要約すれば次のようなことである。
；土2.3～＇.＇ If斉の勝民にとど土》ごいる （! 1、麦粉の十I (1) アジアの伝統的米輸出諸国の輸出力の継続
対価格の低下）o k記の価格はいずれも商業輸入価 的減退
格である一食糧援日力；てよるJ場合の輸入｛ilf協がさじ すでに前節で述べたよろに， アデアの伝統的米
に低いこと； tいう土むもなi 】 輸出諸国の米輸Iil力はタイを除いて戦前に比し激
戦後における世界の米市場への大規模な小去の 減したが，それでもタイが比較的好調であり，ビ











（出所JIλ0, The lVorld Hi,,. l~rom川、·， Vol. 

















ピ ノレ 7 1,639 
7 イ 1,233 1,851 1,022 




国 649 739 
「ノア（極棄）言II 4叶i叫 1叩JI ~，，ジア・近 言！ トが1 2,607 3,281 
"1 七アメリカ fil 1、549 1,901 
!I 界 総 日、三］（） 7,5291 5，側
〔出所〕 1955年はFAO，’FheiVor{d Rice Economy 
in Figures, 1909～1963, 1965, 1965年は ， 
Rice Report, 1.967. 19開年は一一， ll1onthlyBul-
letin r~f clgri，可ulturalEconomics and Statis-










（／）訂給・流通体制の再 ＇r編成を fJi': ; e立要要因の－
J 〕であることは確かである。
































f ンド I 2931 11s! 5121 7861必6
キスタン i → 32:-Jj 2:U I :191 
l 本 Il,24倒 175: 222[ 794J 271 
γ ラヤ・シンガ、ポール1 548' f>74: 日付 5511 
七 ｛ ，，ン I 3851 528: 403! :cilOI 370 
f ンド宇シア 1211 %2: 1 , 0101 2631 
フ ィ リ ピ ン 1 64: -I 256/ 10町一
アジア（極東）計 j 3,2591 3,9291 4,033[ 4,2281 
ヨー口ッバ I 7501 1,0501 315: 8991 581 
近東I 1611 3411 3841 3481 
？フリカ I 3601 520 5621 67 41 
ラテン・アメリカ｜ 233 354 3311 428] 
;Jf＇アジア・近東計 I2,os1I 2,sn 2、お，！ 立.ti:d
Ii：界総計 I5,310 6,soo: 6,390: 6,8611 
(/1¥1,i) 1%0年までは FAO、The'World Rice 
J<>ono11り’ iπ Figures,1.909～1963, 1%5. 1966年
.'I:では一一， RiceReport, 1.967. 1968年は一一，
l¥fonthly nulletin of ilgricultu,・al Economics 











1965マ イアバリカピ，t -, 1p LE.! 









(4) 非アジア地域， とりわけ｛）1;開発地域におけ ヨー 11 ソパ諸問への輪/t：），低開発地域から先進地域
6:',f~ ；白 ＇／＇i: (!j ±自力I J ～＇）弘主出（たとえばエジア方ト産米の＊欧諸国への輸出入
戦後i上Jドアジアおよび jfi:京地域の l入、りたり米 お主ぴ先進地域か人低開発地域への輸出（たとえば
消資がはどんどの［ilをi亘じて土台IJilL ＇＞＇）わる。 二 アバリ力時米のq，南米諸国への輸出）のような形があ




が著しい j これは（！＼開発地域（／）住民にと て，米 ilt 'N－の米穀経済におし、て‘最近とみに顕在化し
は根菜食糧， 知事え 卜1'1 ←EロコシなどにけLては つつある l:1己のし、くつかの動きが，現在それノの／lj今
もちんん、 小麦に年rt ても促等財であること~－Jミ 々編｝J完全必至のものとしつつあると考えられるの
している .t.－）に思:J，れる o JI：アジ T _;-; tび近東地 であるが， この再々編成の行き着く先はなんであ
j戒における二／）上うたう特定：ハ急速な計一及は、 今｛を ろうか。それは、一rlに表現すれば，凶内で生産
の IB~ 界の米＇，,I~拾・流通体fj\lJ を左右；一心吊；要＇~［売しり しLEI1'1で消費rするものとしては，米は依然として
一つどなるとちーえ人れる。 こjL L町バノ地上必二おける ア＞ T山市i'，占であるが， 国際商品としてはもはや
米食普及川連ICU士、国内でよ〉米生産ヅ）市加速度を アジアのものではなくなる，ということであろう。
大きくと［，Q ' :-i、るので，こjL (, 0 > Jむ域内米輸入 このようなi吐界ぴ）米穀経済の再々編成を必然｛ヒ
量 (I也l'tl人l芥凶の輸入Ji¥:Cl) （「，；［） i 工、訂ii支ぜこ示した し亡し‘るそもそもの要回，すなわちさきに列挙し
ようにiu:平）I'i：；なきれ、で増加しつ J } !hみじ たし、く＇）かの長ぬきの背後にあるものは，要約す
(5) }fアンア地域J〕米輸出諸国．米輸入諸国を れば，（1）輸入諸国を中心にみられるアジアの米作
中心と｜る米貿易小増加！ の発展，（2）先進諸国における米作の発展，および
」｜ア乙アおよび近東地域の輸出が用｝JIL , 同じ (3JI：アふアおよび近東地域（なかんずく低開発地域）
地域山輸入が明りIしてL、るため， これら／）l也J1妃I) tこvむける米食わ普及の三って、ある。 ここではこれ





















てから」二 1：；二 ／け灸，j）世界JJ米安＇titI斉ハあ i）ゾj
を大きく左右する品j庄のL、わゆみ（ ;reen Rcvolu-
till I J ＇が日本；， f，湾以外／／〉アシ 7';,



























































しも必要とし ！J.；ト lた箔 1；りバルケ 1 ーらを迫力！I
する必要のあることを指摘しておきたし F それは
発展のため γ〕主要戦略を Mにオくめているかど！ィ、う
ことである f (!fti'tワ；二ヤ J J て司ノj'!:r[ (I）発院が主要戦略
としごi~ んう＇.＇る t. れは， 1t':il立171,NiJ士妥としと
J;t二＇三れた ilj:代JドJ）；三＇t技術を伝統的t:';1.' （／） なかに
手；二投入して，~f「両院を絶、， それを：を民：！）軌道；二
乗せ石二＼、ヶ ｝－7)f1,/' rとうである～すた 11I, !C'clrno 
！ののれ1 bre:,kthrnu日h をね九う J支i+ir日J'Y ln-f  
(¥J1;E1';'J rヲf 口一千や人r'l'J'gI凶かfび，・，・ /01 - f・iこ；すす
ろものとしとの）力h 立要：ip~！併をな L てし、ると ~￥~ され
るのである I 2 し 二ぴ｝官晃｛，：
発j長J〕JI/)(t；こは i役略立今；i＆：土i工えf、i士！二三しか｝た i上
う；：思；！，hる { > ド／十、ド品諸［T.i、1）！，号（，に；土‘
強いごレえif‘ 米、＇）生産力、九貿易にす：る主で ρ 産
業組織の｛在ι1::si, t；.戦略であったれ惇Jf~＇f:, f,湾
のJ.¥&frには‘ 市I]fl;[(l1J・物i'tワイン 7 ラてトヲケヂコ
アと j）工1\r(1t~1.，： ~ir1:i をかにり強権i'l'J iこ待作f(1・ ／；，と
む、う柁合的ij九時，！）， J二「，）， 1、 特；二主 •,i;i戦略と ;f;J；セ c,
0べきもぺl ：：フ手；「；.：，二と；主む・j三か L', 
（し 1) 二1どい F'Pz fみバ F , ;': •. : I；九 f,i，ヲ ν ，:V:'i'
て； ：， 九iい〔 r,:) i.＇，付（ highyieldin日、arie1ies) ，、 ：~，
i主Vf，：えを Iiil /J ' :. ’ン ・7 , 1L!:i1 f己ι,1'j,1j:・ !;, F 〆〉
:'t . ：；行，. 1'i ' ;: 「 •I"• ¥ . , 士， •i ＇·；（，カれに！（ーノ J
:, ：マ： JγLI : ,I 2 ;,r'］えυ ！’ (I I ι ，＇ 1~ / i'
たl＇川7'1U↑ヤ：， メ i 力n/'!) r' , " J: r手：守芋ペ
Lester Iミ Hro時 1刀 lり68'1 I二 fl’AへgriculturalRevo 
I 8 
lution ( 店r.んでLI.来 Ii:yet:!' i口キι，； rぐ上うにふ1:I' 1( 
,I・: :.t Creen Revolution fげ，Fたら j,.'.' 11, ，、 ζl
t，只eed-Fertilizer Revolution .~ i, 1:y: .l；：》。二，，市
I,' .'0 I iJ¥:f'i ,'ti＂！予 i二と，／＇：、力， 二；': E う ι•J 、 ）， i'r . 
l Ii ;'.i’＇f't「I1:in"I にも：＼Hrしナ，f,iJ，宇治；，九 jl主。，j<f',i !',: ］ 
JiU, 
llfτj Jう3 ，イりピに WL>'t(19β2:1) l.た［子！際｛il,i ’たザJ
(lRRl）つ lifJ'i[ 1. ／二 lR-8, IR ・5 t; ，・： でん 7 ，ウ 二
円：Tt，＇仁 rノ t刀＇：本人 fつtif:i兵；，均JJIりされ！J)QIノ：！＼I技
linj《， Mahasu1 i. ( • I・ ）；、i’IIJ ・t:iJ{f,' /: ADT27, 
Co. 2:'i, r・ 1、 1) ！＇；：ぞ； tH.4た「があ.＂.， 0 ’j、］，： '} 
!.:;)!'i,i:',.f,; ! 託行＼ : t , i - i、li1J!',J'i;Jり（ !if ,'.): 
' F バーi ノ ' ; I . :(' ,'; L . : ，・ト L長 j、I・ / 
代、l:VIMY＇［、） fJ PH't ' I • ' 1 / ' f干小ιご， :. i, 7! 
f ノ I 1j > 'i ,;i: ¥:, l守 F、c＼ノ、勺 ノ pi1・＇｛，！ 中之燃 l / 『 lこ；＇ /;, 
'l': t・ノ J、i'.f,: ・:, ウ l. (' ' . ,i ,:', il: ,', Hi ，，’メリハ
jι ，Ii；、 1;:{,・ 'c i; 1，戸、＞.I i. C （ ト： ,:,'.'<:')':, 
' ( '/i下｝ ,1，ご .v，／.ιf＇プ， :・ 1967/li向（ノi1; :1 IヲJll!1
・, ¥:11γ わけア i：’；jJI ,'i，手［， ・¥ Jえ＇！： i'1. : i、j
lい！と I・,:・:," .土砂：＇ L C i I ，う；， i, .＇） 十乙.； Pr，き.j t , O 
I λヘter I~. Brown.し！＇lie1＼ι1icultural l<ev《ilutionin 
Asia，＇’ F川γig11. 1 fl;r，ゼ (Ju]y 1968). ,CT~ (/. ,Iii• 「！ Ii り，，
,:, c~，； 1::;:,·ru ，：「 F / (f.f/i1J, (I U,101;, 1%8'1 ), ,:; 
,;: ・:・ Wi 1,:':j ,: Ii', ,:i': f，手♂／I'.J)l,::. 'I，ι ：，、，it;(a イ｝
fo I’i ; ..  Iあ〉｝ 」CT・., ’4主流J. 10 ti 4 ~;, 
1%け＇I), ぐlifton R. ¥'Vh;irtmし .Tr., “The ＜；日間口
氏小？の！日tion （：川口ncopi‘l 川！＇andり1ζi'sRox入” For・
1gJ1 .117：ι，i 円、へpril 1%9）守
, . ' ',',['• tυ／＇；／＼； ＇＜！ヲ 67/fol'io/'JI I'); 
(lj\i'• 101則hc：。
ル
1) I, i2) I 
,. ,'.',;r' l'I ＇，’＇＂ 
i' 
f'; !i1'q/:' 1%, 't'r{ ,,,.,,,1,1時日：l' ,,~.' 
プ7:i 77c !>Il 12 
, , , I コ66 .IJけ 8:, 
ド 1]Iiリ；；c,l\l•け ι｝ 2,'i'昌 ]ti,]l•H r; 
, I ' 485 I , 210, l ,L<l付
i' ’ 10 :14 I 
' , / ,tol l!l,hPI! ‘）！I) :i,SK>1 
mo .1,11 
5, 'I~け
I',"', FAil, N,mοn,,l正1,n/!'nncr, Bangkok, '.':o、；%8】 J
f t十γ ｝
( ! 2) A只ianI levelopment Baniζ，，lsian ilg, ;. 
《・11/turalSmTCV (19,i9）円九カ！（ tこ！'J .・, ！・ 行λ ／j
'; , . t i I (i) J p’｛＇， t f iて、 y0 
（経済成長，；：：.wm：主 ff,/Hcli~ ：ヒ cu
